
令和６年度の取り組み

• 農作業安全係を設置

【目 的】

• 事故の背景を詳しく知ることで、自分たちの実態に合った、勉強会や啓
発資材を作成する。

【背 景】

• 農作業安全に関する知識・意識付けは行った

• 依然として農作業事故が無くならない現状

• 事故の状況や作業内容は“個人”“農協”“地域”によって違う

本当に効果的な農作業安全啓発も“個人”“農協”“地域”によって違う
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令和６年度の取り組み（勉強会）

• 講師：農研機構

• 事例から見た「生活と経営を支える」事故防止策

• 一緒に作業をする機会の多い女性（女性部）に声かけ

• 同じ作業でも、男性目線、女性目線で違う防止策が生まれた

• JA共済連で貸出を行っているVRゴーグルを使用し、事故を疑似体験

• 農作業事故を「他人事から自分事」にする機会
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令和６年度の取り組み（６月事故調査）

• 同行：農研機構、北海道農作業安全運動推進本部

【事故の背景】

労災報告

小豆の収穫作業中に、収穫機に詰まった茎を

取り除こうとしたところ刈刃によって負傷した。

詳しい状況

雨が続いており、収穫が遅れ、次の作業も迫っていた事による焦り。そ
の年の天候により、茎が伸びてしまった事も重なり、刈刃付近に少し動い
ては詰まり、取っては詰まり、作業が進まない状況。除去作業もエンジン
や刃を停止すべきだが、回っていた方が取りやすい為、焦りと効率から安
全への意識が欠けていた。
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令和６年度の取り組み（６月事故調査）

• 事故調査、聞き取りは機械を取り囲み行った。

• ふと事故に関係のない機械の話となった。

• てん菜移植機に苗や土が詰まった時、取り除く為に機械の下に潜りこむ
必要があり、機械が落ちてこないか不安を抱えている。

• ①の位置に安全スタンドがあれば、安心して作業を行うことができる。
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令和６年度の取り組み（地区青協）

• 調査に同行したホクレン北見支所職員により、地区青協にて同様のグ
ループワークを行いたい。

• 農作業機について、現場の声をメーカー等に届ける事も農作業安全に繋
がる。

• 危険要望１

• 当青年部と同様のてん菜移植機ついての意見

• 危険要望２

• 自動操舵を無人で行うことが危険
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令和６年度の取り組み（地区青協）

• ホクレン油機サービス職員

「生産者目線の貴重な意見・要望を得ること

ができた。さっそくてん菜移植機で動いてみよう。」

すぐに改良がスタート、試作機ができた。

• 継続して現場の声を

メーカーへ届けられる

体制作りを行いたい。
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フェーズ理論

• KY（危険予知）活動やヒューマンエ
ラーに関わる考え方

• 人間には５段階の意識があり、製造業や
建設業を始め、安全活動に取り入れられ
ている

フェーズ 意識の状態

０ 無意識・失神

Ⅰ 意識ボケ

Ⅱ リラックス

Ⅲ 明晰

Ⅳ 過緊張• 指差呼称（指差確認）

• 作業前に作業対象や危険物等に対し、指
を差し、声に出して確認すること

• 危険感受性を高めて、意識をフェーズⅢ
に高めることができると言われている

32



令和６年度の取り組み

KTC（京都機械工具株式会社）視察研修

工場見学担当者

「構内はフォークリフト等の車両が走るので、シマシマの歩道の上を歩い
てください。道を渡る際は左右指差し確認を行って横断してください。」

• 2017年に工場内に安全ラボを設置。
• 安全への意識を会社・工場が高めている。手を失う等のケガが多かった。

厚生労働省（担当部署）意見交換

• 農業と他業種の違い。（会社経営と個人経営の違い）

• 農業学校など農業への入り口段階での安全教育に力をいれてはどうか？
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①家族や仲間と貼ったシールの方が、
違和感が有り、意識が向く

②農業現場には作業前に朝礼等での
危険を共有する機会がない

③指差確認による意識レベルの向上

“家族”や“仲間”と
危険を共有する事が大切！

34



ステッカー全戸配布
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